
体育活動・部活動中の熱中症対策について 
保健安全指導部 

 
大富中学校としての対応指針 
 ◆体育分野の活動（水泳を除く）、部活動中止の判断： 

３５度以上（熱中症指数 危険域）の場合、部活動は中止とする。 
  （熱中症指数計は体育館北側に設置。野球部・ソフト部には簡易計を配付）←土、日養教不在時 
 
 ◆緊急時の対応：熱中症が疑われる場合には、躊躇なく１１９番通報を行う。 
  （熱中症フローチャート参照。体育館に掲示。野球部・ソフト部には紙面で配付） 
 
 
（１）部活動の開始前  
 〇生徒の健康観察等を実施し、体調不良を訴える場合には活動に参加させない。（欠食・睡眠不足の

生徒も参加させない） 
 
（２）部活動中  
 〇熱中症指数系をチェックし、「警戒」域以上の場合には、30 分に１回以上の休憩をとる。 
  ※水分補給は１時間に１回以上は必ず時間をとる。休憩時間以外であってもこまめに行う。 
 〇熱中症対策セットを保健室、野球部、ソフト部用に用意する。（土、日の部活動に対応） 
 
（３）部活動の終了後  
 〇必ず健康観察を行ってから下校させる。下校中に体調不良になることも考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


